
質　

札
幌
を
は
じ
め
各
地
で
、
孤
立
し
た
中

で
複
数
の
家
族
が
亡
く
な
る
痛
ま
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
当
市

で
は
起
き
な
い
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い

か
。
事
業
者
や
消
防
な
ど
と
連
携
し
、
民
生

委
員
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
適

切
に
つ
な
ぐ
事
業
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

「
高
齢
者
等
訪
問
見
守
り
事
業
」
に
お

い
て
、
当
市
で
把
握
し
て
い
る
情
報
や
、
民

生
委
員
お
よ
び
町
内
会
等
か
ら
入
手
し
た
情

報
を
一
元
管
理
す
る
。
そ
の
情
報
を
基
に
見

守
り
が
必
要
な
世
帯
を
定
期
的
に
訪
問
し
、

支
援
を
行
う
。

質　

正
職
員
保
育
士
は
、
平
成
26
年
度
に
多

く
の
退
職
者
が
発
生
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
運

営
が
厳
し
い
。
一
方
、
保
育
所
で
働
く
フ
ル

タ
イ
ム
の
臨
時
保
育
士
数
は
、
保
育
所
全
体

の
7
割
近
く
を
占
め
る
が
、
正
職
員
と
同
じ

仕
事
を
す
る
割
に
給
料
日
額
が
低
い
。
保
育

所
民
営
化
へ
の
道
筋
と
、
臨
時
保
育
士
の
処

遇
改
善
を
求
め
た
。

答　

現
在
、
市
立
保
育
所
民
営
化
等
検
討
委

員
会
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
し
て

い
る
。
民
間
移
行
は
平
成
26
年
度
を
目
指
し

て
お
り
、
ま
た
臨
時
保
育
士
の
処
遇
に
つ
い

て
は
、
当
市
の
実
情
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

質　

第
5
期
介
護
保
険
事
業
計
画
期
間
に
お

け
る
介
護
保
険
料
の
基
準
額
が
月
3
千
500
円
、

年
額
4
万
2
千
円
の
引
き
上
げ
に
な
る
。
特

に
年
間
所
得
125
万
円
以
下
の
非
課
税
の
方
に

は
さ
ら
に
負
担
と
な
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
も
6
割
以
上
が
「
少
し
高
い
」
「
高
い
」

と
答
え
て
い
る
の
で
、
値
上
げ
を
す
べ
き
で

は
な
い
と
思
う
が
当
市
の
考
え
は
？

答　

基
金
を
活
用
し
値
上
げ
幅
を
抑
え
て
い

る
の
で
、
今
期
の
値
上
げ
案
を
改
め
る
考
え

は
な
い
。

　

当
市
職
員
の
適
正
化
計
画
で
は
、
正
規
職

員
450
名
体
制
で
市
政
を
運
営
し
よ
う
と
し
て

い
る
が
、
臨
時
職
員
207
名
、
嘱
託
職
員
168
名
、

計
375
名
も
含
め
て
市
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
非
正
規
職
員
の
大
半
が
、
年
収
200
万
円

以
下
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
で
あ
る
。
こ
れ
で

は
独
り
立
ち
し
た
生
活
が
で
き
な
い
こ
と
を

指
摘
し
、
こ
れ
ら
経
験
者
を
正
規
職
員
と
し

て
採
用
す
る
こ
と
で
人
材
の
確
保
、
労
働
意

欲
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
提
案
。
市
は
、

道
の
最
低
賃
金
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
有
給
休
暇
制
度
を
改
善
し
て
お
り
、
正

規
職
員
化
は
考
え
て
い
な
い
と
答
弁
が
あ
っ

た
。

　

市
政
執
行
方
針
上
の
「
地
域
経
済
の
振
興
」

で
は
、
従
来
と
変
わ
ら
な
い
観
光
産
業
振
興

策
の
あ
り
方
や
今
後
の
公
共
事
業
の
発
注
な

ど
の
考
え
、
地
域
経
済
活
性
化
へ
の
根
本
的

な
対
応
を
た
だ
し
た
。
今
後
の
行
財
政
改
革

で
は
、
民
間
活
力
の
導
入
や
今
後
の
職
員
数

と
総
人
件
費
に
関
連
し
て
、
コ
ス
ト
削
減
と
、

市
民
と
と
も
に
公
共
を
担
う
意
味
か
ら
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
分
野
の
民
間
開
放
の
必
要
性
を

訴
え
、
「
提
案
型
公
共
サ
ー
ビ
ス
民
営
化
制

度
」
の
提
言
や
、
嘱
託
員
と
臨
時
職
員
の
職

務
な
ど
に
係
る
規
則
な
ど
の
必
要
性
を
た
だ

し
た
。

質　

市
長
の
一
期
四
年
間
の
総
括
と
二
期
目

に
向
け
て
の
決
意
に
つ
い
て
。

答　

公
約
で
は
、
行
政
改
革
や
地
域
経
済
の

活
性
化
、
市
民
生
活
を
一
番
と
し
た
市
政
運

営
の
大
き
く
三
点
を
掲
げ
て
お
り
、
市
民
の

皆
さ
ん
や
議
員
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
を
い
た

だ
い
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
も
少
子

高
齢
化
を
迎
え
る
中
、
市
民
が
安
全
・
安
心

な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
案
件

を
し
っ
か
り
見
極
め
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

二
期
目
に
向
け
て
も
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
果
敢
に
挑
戦
し
た
い
。

　

市
政
執
行
方
針
に
お
け
る
「
危
機
管
理
の

強
化
」
に
対
し
て
、
津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定

に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
を
質
問
し
た
。

質　

当
市
の
場
合
は
、
海
岸
線
に
お
い
て
該

当
施
設
が
少
な
い
現
状
を
踏
ま
え
、
既
存
の

商
業
施
設
や
民
間
建
築
物
等
に
協
力
要
請
す

る
考
え
お
よ
び
適
用
へ
の
確
認
診
断
に
つ
い

て
。

答　

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
津
波
被
害
を

踏
ま
え
、
国
や
北
海
道
か
ら
の
指
針
な
ど
を

基
本
に
関
係
部
署
と
協
議
し
な
が
ら
選
定
基

準
を
定
め
て
、
民
間
施
設
に
つ
い
て
も
、
可

能
な
限
り
協
力
を
要
請
し
て
い
き
た
い
。
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